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vol.28「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

的山大島の砲台

大島砲台の口径30cm砲（提供：濱田重工）

砲塔井跡（提供：久保川宏和）

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

14日（水）・28日（水）  午前10時30分～

10日（土）・22日（木）　午後２時～

31日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『ジュディ　虹の彼方に』（アメリカ：118分）

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
P&Gかよこまるの皆さんによるピアノとク
ラシックギターの演奏

おはなし会 ※随時変更することがあります。永田記念図書館

『しばわんこの和の
　　　　　おもてなし』
絵と文／川浦良枝
出版社／白泉社

『かぶとむしのぶんぶんちゃん
　うまれたよ！』
作／ねもとまゆみ
絵／たけがみたえ
出版社／童心社

『人間であることをやめるな』
著／半藤一利
出版社／講談社

『青いスタートライン』
作／高田由紀子
絵／ふすい
出版社／ポプラ社

『いのちの停車場』
著/南　杏子
出版社/幻冬舎

柴犬のしばわんこと和の暮ら
しを楽しむ人気シリーズ。春
夏秋冬のおうち時間を豊かに
するアイデア満載です。７月
は夏の朝茶事や、七夕にゆか
りのある「梶の葉」が紹介さ
れています。

カブトムシときくと、ツノを
もつオスのイメージが強いで
すが、このおはなしの主人公
はメスのカブトムシ「ぶんぶ
んちゃん」です。カブトムシ
が大きくなり卵をうむまでを
描く自然絵本。

夏休みの間、出産をひかえ体調
が優れない母が入院するため、
一人で佐渡の祖母の家で過ごす
ことになった小学５年生の颯太。
ふだんと違う場所や出会いの中、
少年は未来へむかって泳ぎだす
…。感動の物語！

　今年１月12日に逝去され
た「昭和史の語り部」半藤一
利さんのことばを、多くの文
章や講演から集約した本です。
読みやすい文章でありながら、
歴史に学ぶことの大切さ、生
き方への思いが胸を打つ１冊
です。

東京の救命救急センターで
働いていた女医咲和子が、
訪問診療医として故郷金澤
に戻り、在宅医療を学んで
いく。一方で、家庭では自
宅で死を待つだけとなった
父から安楽死を望まれ…。

『スポーツ観戦を楽しむ本
　～図解でわかりやすい！～』
編/成美堂出版編集部
出版社/成美堂出版
新体操、近代五種、カーリング
などメジャースポーツからいま
注目の競技まで、人気の68競
技の基本ルールやパラスポーツ
の紹介、競技場の歴史、見どこ
ろなどを写真やカラー図版を
使って徹底解説しています。

今月の休館日　永田記念図書館：6日(火）・13日(火)・20日(火)・25日（日）・27日（火）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.８

　中野地区まちづくり運営協議会では、活動の
ひとつとして地元川内浦で生まれた東アジアの英
雄「鄭成功」の歴史を活かしたまちづくりを鄭成
功記念館運営協議会と連携して行っています。
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症が
懸念される中、11月に未来創造館で写真展およ
び講演会を開催。講演会には、鄭成功について
学ぼうと多くの人が参加しました。その他、毎
年、6月には地域の家内安全・五穀豊穣を願う
「媽祖まつり」開催の支援や7月14日の鄭成功の
生誕の日にあわせ、媽祖行列や生誕祭への支援
なども行っています。
　今後も、中野地区全体で鄭成功の歴史を活か
したまちづくりを推進していくと共に、その他の
地元に残された地域資源を活かしながら地域活
性化に取り組んでいきたいと思います。

まそ

ていせいこう

▲講演会「鄭芝龍から鄭成功へ　古伊万里を巡る物語」の様子

▲写真展『「国性爺」と「国姓爺」』の様子

「鄭成功」を活かしたまちづくり 中野地区まちづくり運営協議会　☎22-7445

　大正８年の陸軍「要塞整理要領」で、日本海の出入
口にあたる対馬海峡の沿岸に砲台を設けて、海峡の
防備を強化する事が決定され、的山大島にも砲台が
建設されました。
　的山大島西部の戸田浦西側台地にも、昭和４年に
戦艦「鹿島」の主砲２門が鉄製の回転砲塔に搭載され
て設置されました。周囲には弾薬庫やディーゼル機関
室、発電機室などが設けられ、近くの高地にも目標
を確認して大砲の角度を決めたり着弾を確認するため
の観測室が設けられました。しかし、太平洋戦争で
は戦争の主役が航空機に移った事もあり、大島砲台
が実戦を経験する事はありませんでした。
　終戦後、大砲と砲塔は解体処分されましたが、現
在も砲塔を納めていた円筒形のコンクリート製の穴
（砲塔井）などが残っています。
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